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� 2017（平成29）年 9月22日発行

経 友 会
ニュー ス 第 33号

ご質問・お問合せ・メールのご登録は
大阪市立大学 経友会
TEL 072-238-9502（事務局長）
keiyukai07@sakai.zaq.ne.jp
http://keiyukai.info

第21回　経友会総会開催
　６月17日（土）午前11時、学術情報総合センターの文化交流室で第21回総会が開催されました。この総会では平
成28年度の経友会会計決算、同商経講座会計決算や平成29年度の経友会事業計画と同予算案、商経講座計画と同予
算案が承認されたあと、任期２年の役員改選が審議され、原案通り承認しました。
　役員改選についてはこれに先立つ常任幹事会で基本的に現役員に留任をお願いするとしていました。総会でも現
会長の塚本 喜左衛門氏に引き続いて会長をお願いすることを決定しました。また、新年度の事業計画では、２年
後の2019年（平成31年）に迎える経済学部創立70周年に記念事業として講演会などを開催することとして記念事業
への寄付をお願いし、記念事業引当金を設けて積み立てを行うこと、合わせて記念事業委員会を設置することを決
めました。

大阪市立大学経済学部創立70周年に向けて
経友会会長　塚本 喜左衛門

　会員各位には、経友会活動に対し平素のご協力に深く御礼を申し上げます。
　役員・常任幹事諸氏はじめ関係各位のご尽力により、商経講座（10月～翌年１月の学部授業
への同窓会提供講座）、経友会ニュース（９月、３月の年２回の発行）、ホームカミングデー（11
月３日）の記念講演会の開催など多くの事業を行ってきました。会員各位に商経講座での講師
としてご登壇を頂くなど色々とご協力を頂きました。
　私はこのほど７月に開催された母校経済学部のインターゼミに参加しました。これは３回生
の16ゼミナールがプレゼンをして競い合うものです。「高齢化社会をAI（人工知能）で解決し
よう」など、多くのテーマがプレゼンされました。私も経友会の一員として、色々、意見（ア

ドバイス）を述べさせて頂きました。若い学生さんの興味、知識が判り、実にいい勉強になりました。
　これまでに私も商経講座で登壇させて頂いたり、経済学部の卒業式に参加させて頂いたり、経済学部の学生さん
との交流を通じて多くを学びました。経友会は今後ともますます学生さんとの交流を拡充し、母校を支援していき
たいと思っています。
　いよいよ２年後の平成31年には、経済学部創立70周年を迎えます。この節目に記念講演会と会員の交流会等を開
催する企画を進めております。会員拡大や経友会活動の充実に寄付金を募っております。何卒、ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

塚本会長

平成29年度～30年度　役員一覧
（敬称略）

役職名 氏　名 役職名 氏　名 役職名 氏　名
会 長 塚本喜左衛門 顧　 問 今川　　明 顧 問 山幡　一雄
副 会 長 有田　正文 〃 久保　　勇 〃 渡邊　尚年
顧 問 建部　好治 〃 木村　甲辰 〃 福島　由堯

〃 久我　一郎 〃 菅原　正博 監 事 溝川　茂久
〃 木村　　進 〃 高田　雄司 事務局長 出原　康雄

　長年副会長を務められた福島 由堯氏（昭42年卒）と常任幹事の松浦 康裕氏（昭50年卒）は退任され、福島
氏は顧問に就任されました。また、常任幹事に新たに内村 朋弘氏（昭57年卒）と伊東 千秋氏（平20年卒）
が加わってくれることになりました。
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１．平成28年度の主な事業
○事業

◦経友会ニュースの発行　平成28年９月23日第31号、平成29年３月24日第32号
◦平成28年10月６日～�平成29年１月26日　第３回商経講座（経友会･商友会共催、同窓会助成事業） 

本学の沿革・歴史に関する講座を新たに加えて全14講座を開講。
◦平成28年11月３日　�ホームカミングデー記念講演会開催。経友会・商友会共催で開催。 

講師　奈良学園大学　渡辺邦博教授（昭49年経済学部卒） 
演題「高商から商大へ～専門学校から大学への意味を探る～」

◦平成29年３月21日　�経済学部・経済学研究科学位授与式に塚本会長が出席、祝辞を贈る。 
卒業記念パーティに祝金５万円を贈る。

○会議
◦平成28年６月２日　第39回常任幹事会　　　文化交流センター大セミナー室
◦平成28年６月11日　第20回総会　　　　　　学術情報総合センター　文化交流室
◦平成29年４月22日　正副会長・事務局会議　平成28年度の事業概要報告と平成29年度事業計画を協議

２．平成28年度　経友会会計決算書（平成28年６月１日～平成29年５月31日）
（1）平成28年度　経友会会計収支決算書
■ 収入の部� （円）

科　　　　　　目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 差額（Ｂ－Ａ） 前年度決算額
前 期 繰 越 金 3,196,694 3,196,694 0 3,590,591
会 費 収 入 700,000 493,796 -206,204 609,756
商 友 会 か ら 負 担 金 0 0 0 10,000
雑 収 入 （ 寄 付 等 ） 50,000 90,000 40,000 200,000
受 取 利 息 等 1,000 600 -400 673
当 年 度 分 収 入 合 計 751,000 584,396 -166,604 820,429
収 入 の 部 　 合 計 3,947,694 3,781,090 -166,604 4,411,020

■ 支出の部� （円）

科　　　　　　目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 差額（Ａ－Ｂ） 前年度決算額
通 信 費 348,000 307,354 40,646 296,799
印 刷 費 296,000 272,700 23,300 265,356
消 耗 品 費 14,000 13,057 943 11,964
広 報 企 画 費 15,000 0 15,000 14,191
人 件 費 270,000 270,000 0 270,000
会 議 費 7,000 5,433 1,567 8,052
協 賛 ・ 助 成 費 50,000 50,000 0 150,000
講 師 等 謝 礼 金 10,000 10,000 0 20,000
商 経 講 座 負 担 金 230,000 149,000 81,000 175,000
懇 親 会 費 20,000 0 20,000 0
雑 費 10,000 8,748 1,252 2,964
予 備 費 8,000 0 8,000 0
合 計 1,278,000 1,086,292 191,708 1,214,326
単 年 度 収 支 差 額 -527,000 -501,896 -25,104 -393,897
次 期 繰 越 金 2,669,694 2,694,798 -25,104 3,196,694
支 出 の 部 　 合 計 3,947,694 3,781,090 166,604 4,411,020

◇次期繰越金の内訳
☆定期貯金（郵便局）2,000,000円　　郵便貯金612,926円
☆活動資金残額　81,872円（郵便貯金74,218円、銀行預金226円、手持ち現金7,428円）





平成２８年度会計決算
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（2）平成28年度　経友会会計費目別支出　内訳書� （円）
科目（予算額） 支 出 額 内　　　　　訳

1 通 信 費
348,000

270,849 経友会ニュース第31号、第32号配送代
32,240 第21回総会案内用往復はがき310枚
4,265 役員・常任幹事に会議報告送付その他郵便代

307,354

2 印 刷 費
296,000

231,660 経友会ニュース第31号、第32号印刷代
41,040 角２封筒1,500枚印刷代

272,700

3

消 耗 品 費
12,000

予備費から流用
2,000

8,280 経友会ニュース第31号、第32号、総会案内送付用宛名ラベル８冊
3,564 プリンターインク３本

600 ゴム印作成代
613 議案書用コピーペーパー　A3　１冊

14,000 13,057

4 広 報 企 画 費
15,000

0 ホームページサーバー・ドメイン使用料費用相当分の寄付を受けた。
0

5 人 件 費
270,000

270,000 事務局長活動費＠30,000×９ヶ月分
270,000

6 会 議 費
7,000

4,366 第39回常任幹事会会議室使用料　4,000円、ボトル茶366円
1,067 第20回総会　ボトル茶、紙コップ1,067円
5,433

7 協賛・助成金
50,000

50,000 経済学部卒業記念パーティ祝い金
50,000

8 講師等謝礼金
10,000

10,000 ホームカミングデー記念講演講師謝礼（経友会負担分）
10,000

9 負 担 金
230,000

149,000 第３回商経講座分担金　149,000円
149,000

10 懇 親 会 費
20,000

0
0

11 雑 費
10,000

5,832 経友会ニュース寄稿者（２人）に粗品
2,916 経済学部事務室に年末挨拶　菓子折り１箱
8,748

12

予 備 費
10,000

消耗品費へ流用
-2,000

0

8,000 0
合計（1,278,000） 1,086,292 1,278,000－1,086,292＝191,708円

３．平成28年度　商経講座会計収支決算書
■ 収入の部� （円）

費　　　　目 収 入 額 内　　　　　訳
前 年 度 か ら 繰 越 4
商 友 会 負 担 金 230,000
経 友 会 負 担 金 230,000
同 窓 会 助 成 金 200,000
貯 金 利 息 10
合 計 660,014

■ 支出の部� （円）
費目（予算額） 支 出 額 内　　　　　訳

通 信 費
10,000

280 郵便封書　２通
280

消 耗 品 費
22,000

5,930 カメラバッテリー・ボイスレコーダー用メモリー１個
3,535 講師接待用茶葉・ボトル茶１ケース、紙コップ50個

498 HDMIケーブル（PCとプロジェクター連結ケーブル）
2,170 講座運営委員名刺作成１人、コミニュケカード回収用トレー３個

12,133

交 通 費
104,000

34,780 講師旅費　５人
58,760 スタッフ交通費　５人
93,540

講 師 等 謝 礼 費
280,000

240,000 講師謝礼　＠20,000円　12名（２名辞退）
240,000

講 師 等 食 事 費
234,000

100,373 講師・担当教授・担当委員夕食代　12回
100,373

雑 費
10,004

432 振込手数料１件
432

660,004 446,758 商友会、経友会、同窓会がそれぞれ1/3を負担する。
３ 会 へ 返 戻 金 213,000 商友会81,000円　経友会81,000円　同窓会　51,000円
次 年 度 繰 越 金 256
合 計 660,014
経費負担割合　446,758円の1/3⇒商友会148,919円、経友会148,919円、同窓会148,919円
３会への返戻額　�商友会81,081円　経友会81,081円　同窓会51,081円 

⇒端数処理して　商友会、経友会は81,000円、同窓会は51,000円
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１．平成29年度　経友会会計収支予算書（平成29年６月１日～平成30年５月31日）
■ 収入の部� （円）

科　　　　　　目 Ｈ29年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減額（Ａ－Ｂ） 前年度決算額
前 期 繰 越 金 2,694,798 3,196,694 -501,896 3,196,694
会 費 収 入 600,000 700,000 -100,000 493,796
商 友 会 負 担 金 10,000 0 10,000 0
寄 付 ・ 雑 収 入 2,000,000 50,000 1,950,000 90,000
受 取 利 息 等 1,000 1,000 0 600
当 年 度 分 収 入 計 2,611,000 751,000 1,860,000 584,396
収 入 の 部 　 合 計 5,305,798 3,947,694 1,358,104 3,781,090

■ 支出の部� （円）
科　　　　　　目 Ｈ29年度予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ） 増減額（Ａ－Ｂ） 前年度決算額

通 信 費 342,000 348,000 -6,000 307,354
印 刷 費 285,000 296,000 -11,000 272,700
消 耗 品 費 15,000 14,000 1,000 13,057
広 報 企 画 費 15,000 15,000 0 0
人 件 費 270,000 270,000 0 270,000
会 議 費 6,000 7,000 -1,000 5,433
協 賛 ・ 助 成 費 50,000 50,000 0 50,000
講 師 等 謝 礼 金 20,000 10,000 10,000 10,000
負 担 金 210,000 230,000 -20,000 149,000
記 念 事 業 引 当 金 500,000 0 500,000 0
懇 親 会 費 0 20,000 -20,000 0
雑 費 10,000 10,000 0 8,748
予 備 費 10,000 8,000 2,000 0
合 計 1,733,000 1,278,000 455,000 1,086,292
単 年 度 収 支 差 額 878,000 -527,000 1,405,000 -501,896
次 期 繰 越 金 3,572,798 2,669,694 903,104 2,694,798
支 出 の 部 　 合 計 5,305,798 3,947,694 1,358,104 3,781,090

（注）①負担金は全額商経講座運営負担金。②講師等謝礼金はホームカミングデー記念講演会講師謝礼金

２．平成29年度　商経講座会計収支予算書
■ 収入の部� （円）

費　　　　　　目 収 入 額 内　　　　　　　　　　訳
前 年 度 か ら 繰 越 256
商 友 会 負 担 金 210,000
経 友 会 負 担 金 210,000
同 窓 会 助 成 金 200,000
合 計 620,256

■ 支出の部� （円）
費　　　　　目 支 出 額 内　　　　　　　　　　訳

通 信 費
5,000

3,000 講師等に資料送付代
2,000 その他事務連絡通信費
5,000

消 耗 品 費
17,000

4,000 講座担当委員名刺作成代　＠1,250×３
3,000 接待用茶葉、ボトル茶、紙コップ

10,000 動画記録用DVDディスク、ボイスレコーダーメモリーほか
17,000

交 通 費
165,000

105,000 講師旅費　東京　～杉本町　２人　58,600円
　　　　　和光市～杉本町　１人　30,610円
　　　　　名古屋～杉本町　１人　14,160円
　　　　　神戸　～杉本町　１人　 1,600円

60,000 講座運営委員出務者交通費　　　　60,000円
165,000

講 師 等 謝 礼 費
280,000

280,000 講師謝礼　＠20,000円×14人
280,000

講 師 等 食 事 費
140,000

140,000 講座終了後、講師・担当教授・担当委員夕食代　＠10,000×14回分
140,000

雑 費
13,256

13,256
13,256

合 計 620,256





平成29年度会計予算
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　大阪市立大学の源流は、明治13年（1880年）設立の大阪商業講習所の創始に遡ります。今から137年前のことにな
りますが、当時の大阪財界は開国後間もない日本の貿易振興と産業近代化が緊要の課題であるとして、五代友厚ら
の力で商業講習所を開設し商家の子弟の教育に努めました。これが、府立や市立の商業学校さらに高等商業学校と
なり、昭和３年には大阪商科大学へと昇格しました。そして昭和24年（1949年）４月、大阪市は都島高専などを併
合して商・経・法文・理工・家政の５学部からなる新制の大阪市立大学を創立しました。その後、昭和30年（1965年）
には市立医科大学を編入して医学部が設置され、今日の原型が出来上がりました。
　そして今から２年後の2019年には経済学部は創立70周年を迎えます。経友会は平成11年（1999年）に創立50周を
祝して大々的な記念事業を行い、その後も55周年、60周年の節目に記念シンポジウム・懇親会を開催してきました。
経友会は来たる70周年にも経済学部のさらなる発展を祈念して講演会や、年代を超えて親睦を深める懇親会のほか、
学生たちとの交流を図る記念事業を行うべく準備を進めています。
　８月初旬に会員の皆様に記念事業募金をお願いいたしましたところ、多くの方から早々とご協力をいただきまし
た。ありがたく感謝する次第です。まだ応じていただいていない方にもぜひご協力いただき、記念事業を成功させ
たいと願っています。ご支援くださいますようよろしくお願いいたします。
� 経友会事務局長　出原康雄（昭42年卒）記

経済学部創立70周年記念事業

◇卒業生進路状況
就　職/207人〔企業等　171人、官公庁　35人、教員　１人〕
進　学/４人、その他/24人　　　　　　　　 合　計　235人

◇主な就職先
朝日新聞社、関西テレビ放送、KDDI、JCB、帝人、東京海上日動火災
保険、トヨタ自動車、日本生命保険、パナソニック、阪神電鉄、富士フィ
ルム、ブリジストン、みずほファイナンシャルグループ、三井住友銀行、
三井物産、三菱電機、三菱東京UFJ銀行、楽天、りそなホールディングス、
厚生労働省、近畿地方整備局、大阪労働局、神戸税関、大阪市など
� （資料　経済学部提供）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　経済学部紹介のパンフでは、｢経済学部の卒業生は、経済学が仕事に直接的に役立つ金融や公務員はもちろんで
すが、製造業、IT企業や各種サービス業など、様々な業種に就職しています。それは、大阪市立大学経済学部の
ブランド力だけでなく、どこででも通用する柔軟な思考の学生を育てていることによるものです。｣ と記され、進
学を志す受験生や保護者に向けてPRしています。

今春卒業生の就職状況は 経済学部

　卒業生はじめ大学周辺地域の方々にも長らく親しまれてきた杉本キャン
パス１号館前庭の椰子の樹（ワシントン椰子）は本年６月～７月にかけて
29本すべてが伐られました。昭和32～33年に卒業記念として植樹されたと
いうこれらの樹は、約60年の年月を経て樹高がおよそ23ｍにまで成長して
いましたが樹木としての寿命に達していると考えられ、大学では強風時に
幹が折れたり葉柄（ようへい）が落下するなどの危険性が強まってきたこ
とから伐採することにしたとのことです。
　記念植樹になぜ椰子の樹が選ばれたのか、またあの１号館前庭の景観形成にワシントン椰子がふさわしかったの
かよくわかりませんが、植わっていたときはその風景になれてしまってあまり意識することはなかったのにいま無
くなってしまいますと間延びした空疎な感がします。
　現在、１号館前庭は９月下旬完成をめどに改修工事が行われていて、一旦は芝生広場としたあと学内の検討委員
会で今後の整備計画を検討するとのことです。どんな景観が創られるのか楽しみにしたい。

ワシントン椰子のある風景

椰子の樹が消えた？ ～１号館前庭～短信
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平成29年度　第４回　商経講座
開講期間　平成29年10月５日～平成30年２月１日
会　　場　田中記念館ホール（午後４時30分～６時）
担当教授　商学部　下﨑千代子教授

（敬称略）
日　程 氏　名 卒業年 所　属／講　義　テ　ー　マ

１ 平成29年
10月５日

下﨑千代子 S52商 オリエンテーション

大島真理夫 S48経 大阪経済法科大学　経済学部教授（大阪市立大学名誉教授）
大阪市立大学の歴史

２ 10月12日 横山　英治 S58商 読売テレビ放送　情報スポーツ局副部長　『おはよう！ドクター』チーフプロデューサー
Not bad for city college boy!（市立大学にはいいクラブだ‥‥映画ウォール街より）

３ 10月19日 伊藤　博之 S41工 ㈱本田技術研究所　社友
ホンダと車開発について（シビックと共に）

４ 10月26日 相良　　暁 S58商 小野薬品工業㈱　代表取締役社長
熱き挑戦者であれ～300年企業のイノベーション

５ 11月９日 寺川　幸之 S60経 田淵電機㈱　営業本部副統括部長
What is driving US Solar Buz.?（何が米国ソーラー事業を推進しているか）

６ 11月16日 藤原　　明 H4商 りそな総合研究所　リーナルビジネス部長（REENAL=RESONA＋REGIONAL）
りそなグループのCSVプラットフォーム-リーナル～はじまりのはじまりをいっしょにつくる～

７ 11月21日 大川　英男 S57経 東海東京証券㈱　副社長
株式投資の魅力について

８ 11月30日 水野　弘道 S63法 年金積立金管理運用独立行政法人　理事 兼 最高投資責任者（CIO）
私のキャリアとGPIF（公的年金運用機関）の役割

９ 12月７日 三谷　英司 S51経 オリックス㈱　顧問
ビジネスキャリアとチャレンジスピリット

10 12月14日 福嶋幸太郎 S58商 大阪ガスファイナンス㈱　代表取締役社長
インターネットがビジネスを変える～大阪ガスの社内ネットベンチャーの事例

11 12月21日 牧　美喜男 S48商 摂南大学教授　前有限責任あずさ監査法人代表社員
グローバル人材育成

12 １月11日 梅村　晋一 S55法 神戸市人事委員会事務局長
神戸市の産業政策とまちづくり

13 １月18日 天生　聡仁 H20理 富士フイルム㈱　高機能材料開発本部
富士フイルム㈱での新規事業企画・マーケティング

14 １月25日 渡部　教行 S51経 学校法人トヨタ学園　常務理事・事務局長
トヨタ自動車株式会社の社会貢献としての豊田工業大学

15 ２月１日 下﨑千代子 S52商 講義まとめ

　ホームカミングデーの日に恒例となりました経友会・商友会共催の記念講演会を今年は経友会が担当で開
催します。講師には大阪歴史博物館館長の栄原先生（大阪市立大学名誉教授）にお願いし、歴史ファンなら
ずとも興味つきない古代大阪の歴史、前期難波宮に関するお話をしていただくことにしました。
　講演は、先生がいま研究中の最新の成果にふれるお話で、「大阪城の南にひろがる難波宮は、40年の間を
おいて、同じ場所に２回造営されました。そのうち前期難波宮は、大化改新の舞台として、古代国家の形成
過程を明らかにしうるきわめて重要な遺跡であることが明らかになってきました。最新の発掘調査の成果や
研究にもとづいて、前期難波宮の意義を明らかにしたいと思います。－栄原先生記－」とお聞きしています。
ぜひご聴講されることをお奨めします。

ホームカミングデー記念講演会のお知らせ

日　時　平成29年11月３日　午後３時～４時20分
会　場　学術情報総合センター10階　大会議室
講　師　大阪歴史博物館館長　栄原永遠男先生〔文学博士、大阪市立大学名誉教授（文学部）〕
演　題　「前期難波宮と大化改新」


